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1-1 急拡大している中国の生成AI業界
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中国政府は生成AI業界の発展を重要視し、企業の積極的な参入が見られる
急拡大している中国の生成AI業界

政府はAI産業の発展を後押し
中国政府は2021年「十四次五ヵ年計画」にてデジタル中国戦略を打ち出し、AIを
はじめとしたデジタル技術の経済、社会等との深い融合を促進する。

 AI産業は「次世代情報技術産業」の重点発展領域と指定されている。

生成AI業界への企業の積極的な参入
大手プラットフォーマと有力テック企業が次々と参入
自社生成AI発表済み：
(2021年)智源研究院、ファーウェイ
(2022年)テンセント
(2023年)百度、アリババ、iFlytek 、京東など
自社生成AI発表予定：
ByteDance など

テック業界のリーダーの相次ぐ起業
2023年2月以来生成AI事業への参入意思を表明した起業家（一部）：
王 慧文（元美団連合創始者）個人出資5000万ドル
周 伯文（元京東AI部門責任者）
李 志飛（出門問問創始者）
李 開復（創新工場社創始者、元マイクロソフトアジア研究所所長）
王 長虎（元ByteDance視覚技術責任者）
王 小川（Sogou（捜狗）創始者）個人出資5000万ドル

ベンチャーキャピタルの積極的なサポート：
GL Ventures、IDG Capital、ZhenFund、 Qiming Venture Partners、
Matrix Partners、Eight Roads、Yunqi Partners、Future Capitalなど

デジタルインフラ データ資源

デジタル中国建設の「二つの基礎」

デジタル技術の融合の促進

デジタル経済 デジタルガバメント デジタル文化 デジタル社会 デジタル
エコシステム

デジタル中国建設の「二つの能力」

デジタル中国建設「二つの環境」

国内：デジタル・ガバナンス・エコシステム 国際：デジタル領域国際協力
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デジタル中国建設のアーキテクチャデジタル中国建設の全体構想

出所：国家インターネット情報弁公室公式サイト、 通信産業網（2023）『互聯網大佬創業AI賽道』よりNRI作成
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ChatGPTブームを受け、2023年より中国の生成AI業界に参入する企業は急増している
急拡大している中国の生成AI業界

モデル名
発表日付

凡例：

会社名
（LOGO）

「星火認知1.0」
2023.05

「天工 3.5」
2023.04

「通義千問」
2023.04

「盤古3.0」
2023.07

「日日新」
2023.04

「360智脳」
2023.04

「曹植」
2023.03

「文心一言」
2023.03

「孟子」
2023.03

「MOSS」
2023.02

「混元」
2022.12

「紫東太初」
2021.09

「悟道2.0」
2021.06

2023.06

2021年 2022年 2023年

2023.07
「言犀」

2023.03
「ChatGLM-6B」「悟道1.0 」

2021.03
「盤古2.0」
2022.04

「盤古1.0」
2021.04

「通義聴悟」
2023.06

「星火認知1.5」

出所：公開情報よりNRI作成
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BATH*のようなメガテック企業のみならず、大学・研究機関、テック業界のリーダーが起業したベンチャー企業、
及び産業分野向けのサービス企業も重要な参加者となっている

急拡大している中国の生成AI業界

メガテック
大学・

研究機関

産業分野向け
サービス企業

業界リーダー

大学・研究機関 モデル名 発表時期
中科院自動化研究所 「紫東太初」 2021年9月

復旦大学 「MOSS」 2023年2月

清華大学 「ChatGLM-6B」 2023年3月

武漢大学 「CheesEChat 」 2023年5月

智源研究院 「悟道3.0 」 2023年6月

……

業界リーダー 役職 起業時期
周伯文 元JD技術委員会主席 2021年10月
王慧文 美団連合創始者 2023年2月
李开複 元マイクロソフトアジア研究院院

長、イノベーション工場董事長
2023年3月

陳冉 極狐創始者、元CEO 2023年3月
王小川 元SogouCEO 2023年4月
……

産業向けサービス企業 生成AIモデル 発表時期
商湯 「日日新」 2023年4月

江蘇銀行 「智慧小蘇」 2023年4月
iFlytek 「星火認知」 2023年5月

雲从科技 「从容」 2023年5月

成都医雲科技 「MedGPT」 2023年5月

……

*BATHとは、中国を代表するメガテック企業の「百度（Baidu）」、「アリババ（Alibaba）」、「テンセント（Tencent）」、「ファーウェイ（Huawei）」の頭文字をとった造語。しばしば米国のGAFA と対比されている。
出所：李水青（2023）『“千模大战”100天：六路玩家围攻ChatGPT』 搜狐網

インターネット大手企業 モデル名 発表時期
ファーウェイ 「盤古1.0」 2021年4月

テンセント 「混元」 2022年12月

百度 「文心一言」 2023年3月

アリババ 「通義千問」 2023年4月

「通義聴悟」 2023年6月

……
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中国独自のAI技術をベースに、金融、医療、教育、ECなど多くの分野での実装が進んでいる
急拡大している中国の生成AI業界

アプリケーション
金融 工業 医療 教育 EC メディア映画 エンタメ ゲーム

デザインの最適化

3Dモデル

製造テスト

カスタマーサポート

投資管理

リスクマネジメント

薬物発見

診断治療

心のケア

カリキュラム生成

スマートアシスタント

会話教師

台本創作

動画撮影

後期制作

商品展示

3Dモデル

製造テスト

大衆娯楽

アイドル育成

SNS

ニュース取材

ニュース編集

ニュース報道

ゲーム開発

遊び方革新

新商品創造

チップ

Deep Learning Framework

大規模言語モデル

技術応用
音声生成 画像生成 テキスト生成 動画生成 デジタル・ヒューマン

「混元」

出所：公開情報よりNRI作成
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企業の参入と生成AI技術の利活用の活発化により、今後中国の生成AI市場の急成長が見込まれる
急拡大している中国の生成AI業界
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中国における生成AIの市場規模の予測（2022年～2028年）

出所：艾媒諮詢（2023）『2023年中国生成AI業界発展研究報告』
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1-2 中国生成AI業界の代表事例



10Copyright（C） Nomura Research Institute、 Ltd. All rights reserved.

各社のサービスの相次ぐリリース及び性能の急速な向上が従来にない特徴を呈する
中国生成AI業界の代表事例

タイプ 企業名 企業紹介 モデル名 発表時期 注目動向

エコ
システム
構築型

アリババ
設立時間：1999年
リーディング領域：
EC、決済、クラウドサービス

「通義千問」
（Tongyi
Qianwen）

2023年4月7日

自社サービスとの融合と消費者向け市場の強化
• 6月1日、「通義千問」を搭載したAIアシスタント「通義聴悟」をリリース
• 音声や動画をリアルタイムでテキストに変換するほか、話者やセクションごと
に要点をまとめることができる

• 消費者向けのオンライン教育など様々なな利用シーンが想定される

百度
設立時間：2000年
リーディング領域：
検索エンジン、人工知能、クラウドサービス

「文心一言」
（ERNIE） 2023年3月16日

短期間での処理能力の大幅な向上
• 6月6日、「ERNIE 3.5」にバージョンアップ
• 7月の上海人工知能大会では、モデル性能を50％以上、推理性能を30
倍、訓練速度を2倍に向上させたと発表

インフラ
建設型

北京智源人工
知能研究院

設立時間：2018年
業務領域：人工知能の開発と応用

「悟道」
（WuDao） 2021年3月20日

オープンソース化による中小企業支援
• 6月9日、「悟道3.0」にバージョンアップ
• モデルを全面的にオープンソース化し、中小企業のAI開発を支援する

業界
特化型

iFlytek
設立時間：1999年
リーディング領域：
音声認識、自然言語処理、機械翻訳

「星火認知」
（iFLYTEK
SPARK）

2023年5月6日
アップグレードの速さ
• 6月9日、iFlytekは5月以来、同モデルを3回もアップグレードした
• テキスト生成、ナレッジシェア、数学的能力において ChatGPT と遜色ないレ
ベルに追いついたと発表

成都医雲科技 設立時間：2014年
業務領域：O2O医療サービス 「MedGPT」 2023年5月25日

特定業界への迅速な適用
• 中国初の医療業界向けのモデルとして発表した
• 疾病の予防から診断・治療・リハビリまでの全プロセスのインテリジェント化
を実現

出所：各社の公式サイト情報によりNRI作成
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中国での生成AIモデルは大きく三つのタイプに分類できる
中国生成AI業界の代表事例ー特徴比較

「文心一言」
大規模言語
モデル

「通義千問」
大規模言語
モデル

スマートオフィス
+

百度検索エンジン

EC運営、
マーケティング

+
T-mall・Taobao、
アリババ広告システム

代表企業
百度、アリババ

特徴
• 自社優位な分野を中心にエコシステムを形成
• 業界横断的な汎用AIプラットフォームを構築
• オフィス、生活、エンターテインメントから医療、産
業、教育まで浸透を加速させている

エコシステム構築型 インフラ建設型
代表企業
北京智源人工知能研究院

特徴
• 中国科技部と北京市の支援を受け、北京の
大学とインターネット企業により共同設立

• 企業に無料でオープンソースを提供
• チップ等基盤技術含めて自主開発を重視

業界特化型

「星火認知」
大規模言語
モデル

教育

医療

自動車

金融

テ
キ
ス
ト
生
成

音
声
認
識

翻
訳

「悟道」
大規模言語
モデル

すべての開発者向け
完全オープンソース

完全自主開発
Framework

代表企業
iFlytek、医聯

特徴
• 特定領域で独自の優位性を形成
• 業界に特化するAIモデルを開発し、大手との
差別化を図る

注：大規模言語モデル=Large Language Model=LLM。
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アリババはEC等自社事業と生成AIとの融合を目指し、消費者及び事業者向けのサービス入口の獲得を図る
中国生成AI業界の代表事例–「エコシステム構築型」事例①アリババ

モデル：
AI統合基盤を構築し、マルチモーダル（テキスト、音声、
画像など）にも対応

 ECの製品情報をトレーニングデータとして活用し、AIのプ
ロダクトプランニングとマーケティングに優位性がある

チップ：
自社開発のチップで演算能力を確保

業界応用：
 EC、スマートシティ、コネクテッドカー、医療等の業界を中
心に実装が進める

製品融合：
 T-mall、 Taobao、 DingTalk、高德地図、フーマーなど
の自社事業に今後「通義千問」や「通義聴悟」を導入す
る予定

自社開発のチップ；「光800」、「倚天710」など

Deep Learning Framework：X-Deep Learning

通義大規模言語モデル

「通義千問」 AIアシスタント：「通義聴悟」

EC スマート物流 スマート金融 工業視覚 自動運転

デジタル・ヒューマン シティ・ブレイン

チ
ッ
プ

層

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
層

モ
デ
ル
層

業
界
応
用

製
品
融
合

スマート医療 スマートエネルギー スマート設計

 アリババは、中国の消費財の商品情報とユーザーの口コミデータ等を多く保有し、AI向けの独自なトレーニングデータ基盤を構築した。

出所：劉旷（2023）『「「通義聴悟」」誕生背後、AI大模型打响応用第一枪』 砍柴網、平安証券（2023）『中文大模型揚帆起航』

特徴概念図
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アリババ傘下のサービス及び出資先企業を中心に自社の大規模言語モデルを提供していく予定
中国生成AI業界の代表事例–「エコシステム構築型」事例①アリババ

アリババ通義大規模言語モデルのエコシステム

出所：NRI作成

スマートホーム入口 スマートオフィス入口 スマートカー入口

天猫国際零售通

聚划算 阿里拍売天猫淘宝 盒馬 大潤発

閑魚淘票票

小売・卸売

Lazada ・・・1688

アリババグループ アリババ出資先企業

アリババ・エコシステム

金融

恒生電子

・・・

教育

・・・

新開普電子

・・・

千方科技

交通

・・・

南威
ソフトウェア

政務

・・・

ローカルライフサービス

フリギー

餓了麼 淘鮮達

デジタルメディア
エンターテイメント

Youku 大麦網

菜鳥

物流
・・・
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百度はすべてのリソースをAI事業に集中する戦略を掲げ、検索サービスで得られた豊富なデータが強み
中国生成AI業界の代表事例–「エコシステム構築型」事例②百度

データ：
豊富なデータを有する

 検索エンジン：1日あたりの検索リクエスト数は60億回
 小度：1ヶ月当たりの音声インタラクションは66億回
 百度地図：月間アクティブユーザーは5.4億人
 百度知道：1日平均検索数は15.4億回

業界応用：
スマートシティ、コネクテッドカー、メディア、金融等様々な
業界を中心に実装が進める

製品応用：
百度地図や小度AIスピーカーに組み込み、ビジネスや個
人向けの入口の確保を狙う

崑崙芯チップ

Deep Learning Framework：飛槳（ Paddle ）

文心大規模言語モデル

「文心一言」
生成AIの基盤モデル

「文心一格」
AIアートと創造の支援プラッ

トフォーム
「文心百中」

産業用の検索システム
「暘谷社区」

大規模言語モデルの創造と探
索コミュニティ

スマートエネルギー スマート製造 スマート金融 スマートシティ スマート交通

AIデジタル人間 AI品質検査 AIカスタマー
サービス

百度ネット
ディスク

Deep Learning Framework：
 2018年に開発した飛槳（Paddle）フレームワークは国
内で最も広く活用されているフレームワークの一つ

チ
ッ
プ

層

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
層

モ
デ
ル
層

業
界
応
用

製
品
融
合

 百度は10年間持続的な投資を行い、累計1000億人民元以上をAI事業に投資した。

出所：華泰証券研究報告（2023）『「文心一言」：技術与能力拆解』

特徴概念図
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百度は企業との共同開発を掲げ、クラウド基盤やAPI連携等を通じ、企業に生成AI技術を提供する
中国生成AI業界の現状–「エコシステム構築型」事例②百度

新網銀行

吉利自動車 能錬 36Kr 中軟国際 人民政協報

銀行 自動車 エネルギー インターネット ソフトウェア メディア

「文心一言」エコシステム

郵政貯蓄銀行

百信銀行

重慶銀行

集度自動車

零跑自動車

Sina

C-trip

軟通動力

東軟集団

致遠互聯

工信部新聞宣伝センター

新民晚報

環球時報
澎湃新聞

 2023年2月時点で、450社以上の企業が「文心一言」のエコシステムに参加を表明した。

出所：華泰証券研究報告（2023）『「文心一言」：技術与能力拆解』
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政府系研究機関の智源が自社開発の悟道モデルをオープンソース化し、中国の人工知能の発展を後押しする
中国生成AI業界の代表事例–「インフラ建設型」事例 智源人工知能研究院

モデル：
全面的なオーペンソース化を実現
業界向けに客観的なAIモデル評価システムを提供

チップ：
国産チップをメインに採用

フレームワーク：
国産のFastMoEフレームワークを利用

業界応用：
AI業界の「インフラ」になることを目指す
美団、小米、新華通信社などの企業/機構と協力関係
を構築

国産チップ

Deep Learning Framework（FastMoE）

「悟道·天鹰」
大規模言語モデル

「FlagEval」 （天秤）
大規模言語モデルの評価システム

「悟道・視界」
視覚大規模言語モデル

第一産業 第二産業 第三産業

データ：
データコンプライアンスの確保を重視

 世界最大の中国語テキストデータセット（3TB）、
 世界最大のマルチモーダルデータセット(90TB)、
 世界最大の中国語会話データセット(181G)チ

ッ
プ
層

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
層

モ
デ
ル
層

業
界
応
用

 2021年から開発を始めた悟道モデルは、世界初の兆レベルのパラメーター数（1.75兆）を有する大規模言語モデルである。
 中国初の国内製のスーパーコンピュータプラットフォーム上でトレーニングしたモデルであり、中国国産の大規模言語モデルとも言える。
 米国による中国への高性能チップ輸出規制の中、国産チップの採用割合を極力高めることで、開発の持続性を図る。

出所：IT之家（2023）『北京智源発布悟道 3.0 大模型系列』

特徴概念図
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音声認識AI大手のiFlytekは、教育、オフィス、医療などの業界を中心に業界特化型の実装を進める
中国生成AI業界の現状–「業界特化型」事例①Flytek

データ：
 iFlytek製品によって収集されたビッグデータの活用
例えば、数千もの車種向けに提供したスマート音声サービ
スから、累計4610万人を超えるユーザーのデータを有する

業界応用：
第一陣として、36の業界における3000社以上の企業向
けに、大規模言語モデルを提供する予定

製品融合：
音声認識AIを中心に560種類のAI機能を提供

星火認知大規模言語モデル
テキスト生成、言語理解、ナレッジ回答能力、論理的推論、数学的能力、コーディング能力、マルチモーダル能力

「iFlytek
SPARK」

チャットロボット

「SPARK
語伴」
AI 言語
アシスタント

チ
ッ
プ
層

フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
層

モ
デ
ル
層

業
界
応
用

製
品
融
合

教育 オフィス 自動車 デジタルワーカー

「医療診療後・リハビリ
プラットフォーム」

診療後管理・リハビリ指導

「羚機一動」
企業マッチング

「iFlytek聴見ス
マートスクリーン」
議事メモ、会議内容
自動要約など

スマート医療

昇騰系列チップ

Deep Learning Framework：MindSpore

チップ：
国産チップを使用

 iFlytekは、音声認識に優位性を持ち、中国科学技術部が認定する次世代四大人工知能プラットフォームの一つである。

出所：斎鑫（2023）『iFlytekSPARK大模型V1.5発布、大模型応用落地之路如何走』 時代週報
証券時報（2023）『如約昇級 科大iFlytek発布SPARK大模型V1.5』

特徴概念図
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医療業界向けの大規模言語モデルMedGPTは、問診から支援まで全プロセスをAIにてサポートすることを実現
中国生成AI業界の現状–「業界特化型」事例②成都医雲科技

アプリケーション

データ モデル・アルゴリズム 整合性評価 プラグイン

医学文献

臨床指針

問診・病歴
データ

医薬品データ

事前トレーニング
（Pre-train）

教師なし学習

微調整
（Fine-tuning）
教師あり
学習 RLHF＊

モデル評価

医療評価

患者安全性評価

マルチ
モーダル
アプリ

デジタル
治療

スマート
ハードウェア

データ処
理
データ
クリー
ニング

プライバ
シーコン
ピュー
ティング

患者

AI医師 慢性疾患
管理

服薬
指導

健康
管理

レポート
解読

予防 診断 治療 回復

医師

初診
アシスタント

診断
サポート

患者
管理

学術
研究

診察前 診察中 診察後

医師診断結果との照合体制による正確性の確保

 成都医雲科技は、1000億以上のパラメータを有する医療業界向けの生成AIモデルMedGPTを開発した。
 20億件もの医学テキストデータ、800万件もの臨床診療データを訓練に活用し、提携医師による診断結果評価による学習も導入している。

＊RLHF：Reinforcement Learning from Human Feedback、言語モデルを、人間のフィードバックからの強化学習でファインチューニングする手法である。
出所：公開情報よりNRI作成

MedGPTの概念図

AIチェック1

「MedGPT」
の最終回答

医 師

専門家委員会による結果評価とフィードバック
(医雲科技の主導で組成した医師の専門家チーム)

「MedGPT」
の答え

修
正

Yes

No

臨床医学規則
に基づくチェック

医師診断結果との照合2
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1-3 中国生成AI業界の成長要因
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中国ではAI開発に必要な人材が多く育成された
中国生成AI業界の成長要因ー人材

先端人材

基礎人材

基礎人材

トップレベルの科学実験室

AI関連のベテラン
プロジェクト・チーム

既存技術者からのシフト

高等学校新卒

オンライン教育／専門機構

人材の供給側
BATをはじめとするインターネット企業

iFlytek、Horizonに代表される
特定領域のバーティカル企業

ファーウェイに代表される大手テック企業

金融、教育業界の企業

電子、製造、自動車業界の企業

政府、交通、セキュリティなど
スマートシティ領域に取り組む企業

医療、器械、健康と医薬業界の企業

人材の利用側

基礎人材をハイレベルのプロジェクトを経験させることにより先端人材に育成

AI人材プール

 中国はインターネット産業の急速な発展に伴い、AI開発に必要な基礎人材が豊富である。ただし、アメリカのデカップリングの影響で、今後
先端人材の育成が課題となっている。

出所：公開情報よりNRI作成
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中国のAI人材による関連研究成果の数が多く、近年質の向上も見られる
中国生成AI業界の成長要因ー人材

世界各国AIイノベーション指数ランキング

AI雑誌記事・論文の発表数
2021年：
中国 39.8%
EUとイギリス 15.1%
米国 10.0%

AI国際会議での発表数
2021年：
中国 26.15%
EUと英国 20.29%
米国 17.23%

AI関連論文の発表と引用状況

AI国際会議での論文引用数（世界全体に対する割合）
2021年：

米国23.86%
中国22.02%

• 論文発表数（世界全体に対する割合）

• 論文引用数

17.16
17.31

19.86
20.8
21.06
21.61
21.85

23.93
24.36
26.37
26.81
26.91
27.05
27.89
28.92

31.11
34.28

37.29
50.14

59.43

0 20 40 60 80

ポルトガル
スパン

オーストリア
フェーンランド
デンマーク
ベルギー
オランダ

ルクセンブルク
スウェーデン
イスラエル

オーストラリア
フランス
日本
ドイツ
カナダ

シンガポール
英国
韓国
中国
米国Tier1

Tier2

Tier3

出所：テンセント網（2022）《2022世界人工智能大会｜全球人工智能イノベーション指数出炉》
スタンダード大学人工知能研究院『AI Index Report 2023』によりNRI作成
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2020
2025

2030

中国政府はAIを重要視し、AI産業発展のために政策優遇と制度保障措置を講じている
中国生成AI業界の成長要因ー政策

『次世代人工知能発展計画』
人工知能業界発展は国家レベルの政策に練りこまれている。

『デジタル中国建設全体構想』
デジタル中国建設の全体的な構想を提案。デジタルインフラ、データ リソース、
データ要素、政府業務のデジタル化などの要素を含み、デジタル中国建設を促
進するための行動指針を提示。

北京：
人工知能を含む国際的な主要産業を育成し、
グローバルな人工知能のイノベーション源泉と
産業発展の拠点を構築。

天津：
2024年までに、人工知
能産業向けユースケース
のモデル・プロジェクトを
100個構築。10億元以上
の人工知能リーディング
企業を10社育成。特定
領域に人工知能ハイテク
リーディング企業50社を
育成。

上海：
2025年までに、自動運転、
スマートデバイス、AIチップ、
ソフトウェア情報、データサー
ビスなどの人工知能企業を
500社の集積、関連産業
の規模を500億元規模に
なることを目指す。

河南：
2019年以降、3〜5年の努力を経て、国内で
影響力のある3〜5社の人工知能リーディング
企業を導入・育成し、人工知能のコア産業お
よび関連産業の規模を5000億元以上に拡大。

湖北：
2025年までに、人工知能のコア産業の規模が
600億元を超え、関連産業の規模が6000億
元に達し、国内で影響力のある30以上の人
工知能企業を形成。

江西：
2025年末までに、人工知能および関連産業
の規模が1000億元を突破。

広東：
2025年までに、人工知能産業の規模が1500億元
を突破し、国家人工知能オープンイノベーションプラッ
トフォーム7つ、省レベルの人工知能オープンイノベー
ションプラットフォーム16つを構築。

人工知能の総合技術
と応用水準は、世界
先進技術と同レベル

人工知能の基礎理論は
重要な突破を達成し、技
術と応用の一部は世界
リーディング水準に到達

人工知能の基礎理論、技術、
および応用の一部は世界リー
ディング水準に達し、世界に
主要な人工知能のイノベー
ション・センターになる

 中国の中央政府と地方政府は計画を策定し、AI産業の発展を後押しする。

出所：侯捷寧（2023）『多地出台政策措置、積極布局人工知能産業』 信網
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ChatGPT公表後、中国の主要都市はAI支援政策の策定を加速
中国生成AI業界の成長要因ー政策

 2023年5月、深セン市政府は「深セン市における人
工知能の高品質な発展と高水準な応用を促進す
るための行動計画（2023年〜2024年）」を発表

 総額1,000億元の人工知能ファンドを設立

 2023年5月、北京市政府は「北京市における世
界的な影響力を持つ人工知能イノベーションの源
泉地の建設を加速するための実施計画（2023年
〜2025年）」を発表

 人工知能の鍵となる技術課題の解決、人工知能
の基礎技術の強化、そして人工知能の応用への
実装を加速する方向で展開

ChatGPT
北京

上海 深セン
成都

 ChatGPTは2022年12月30日に
正式にリリース

 2023年4月、上海市政府は『新時代における投資
促進の強化と現代産業体系の構築を加速するため
の政策措置』を発表

 条件を満たす人工知能のキーコンピューティング技術
プロジェクトに対して、プロジェクト投資額の30％を上
限として、最大2,000万人民元の支援を提供

 2023年6月、成都市は「成都市の人工知能産業
の高品質な発展をさらに推進するためのいくつかの
政策措置（意見募集稿）」を発表

 国家の科学技術重大プロジェクトの成果を成都市
で実装を進める場合、最大1000万元の資金支援
を提供

出所：頼志凱（2023）『冲刺“人工知能高地” 多地支持政策密集出台』光明網
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中国政府は業界のリーディング企業と連携し、AIモデルの国家標準の策定検討を開始
中国生成AI業界の成長要因ー官民連携

標準化タスクフォース参加組織上海で開催される世界人工知能大会（2023）

国家標準化委員会

国家人工知能標準化チーム

AIモデル標準化タスクフォース

指導

決定

主導機関

共同主導
機関

上海人工知能研究所

北京百度網迅科技有限公司
阿里云智能集団
科大迅飛股份有限公司

三六零安全科技股份有限公司
華為云計算技術有限公司
中国移動通信有限公司研究院

 2023年7月7日、上海で開催された2023世界人工知能大会（WAIC2023）において、国家標準化委員会の指導のもと、中国初の「AIモデル
標準化タスクフォース」の構成メンバーが発表され、業界発展に関する国家標準の策定検討を開始した。

 同国家標準は、概念や用語などの定義のみならず、システムのフレームワークなどの標準化により、データの共有化、産業への応用、人工知能産
業の健全な発展を促進することを目的としている。

出所：央広網（2023）『大模型国家隊来了！360、百度、華为、阿里等入局』
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中国政府はAI発展に必要不可欠な演算能力を重要視、積極的にデジタルインフラの建設を推進する
中国生成AI業界の成長要因ーインフラ

 2023年2月20日、上海市はスーパー・コンピューティング・センターをベースにした、国内初のパブリック向け
の人工知能演算能力サービスプラットフォームを正式にリリースした。

 上海市は演算能力インフラ構築にめぐって、主に下記４つの重点政策を打ち出している。

中国演算能力リソースの配置図（ハブ8箇所、クラスター10箇所）

各ハブには1~2個のデータセンターの集積地（クラスター）を計画。各
クラスターに大規模*1および超大規模*2のデータセンターを集積させ、
データ処理能力を備える。

京津冀
ハブ

長江デ
ルタハブ

成渝
ハブ

寧夏
ハブ

粤港澳
ハブ

甘肃
ハブ

内モンゴ
ルハブ

貴州
ハブ

張家口クラスター

天府クラスター

重慶クラスター

貴安クラスター
韶関クラスター

長江デルタ一体化
モデル区クラスター

蕪湖クラスター

ホリンゴル・クラスター

中衞クラスター

慶陽クラスター

データ転送の方向

ー上海市経済及び情報化委員会副主任ー湯文侃氏の発言に基づきNRI整理

地方政府は積極的に演算能力の関連インフラ建設を推進（上海市の例）

国家の「東数西算」戦略に積極的に参画する。
上海市の演算能力リソースプール間で100ギガビット以上の高速ダイレ
クト接続とミリ秒単位レベルの遅延を実現

人工知能演算能力サービスプラットフォームを基盤に、研究機関や中小
企業の人工知能の演算能力ニーズを満たす。演算能力スケジューリング
モードの探索を行い、東数西算などの応用シナリオの検証を実施

上海市演算能力ネットワーク協会設立の準備を進め、上海スーパーコン
ピューターセンターや電気通信事業者などを中心に、演算能力の統一的
な計量や運用監視などの標準化研究を展開

演算能力産業の発展と成長を促進し、医療、交通などの多くの領域
で、データ所有者、演算能力供給者、電気通信事業者などが連携し
て算術ネットワーク技術のイノベーションを推進することを奨励

演算能力のネットワーク構築を
推進

公共演算能力サービスの
提供

産業標準の研究を展開

共同イノベーションを推進

*1大規模データセンターは3000≤n<10000の標準ラック保有。
*2超大規模データセンターはｎ≥10000の標準ラック保有。
出所：東方証券（2023）『多地相继发布演算能力平台、建议关注平台建设参与方』 、科創板日報（2023）『助力“东数西算”、全国首个AI公共演算能力平台在沪投用！』

澎湃新聞（2023）『AI大模型需莫大智算算力，上海：将围绕算力推动四大工作』 搜狐網
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1-4 AIリスクとその対応
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生成AI技術の発展により様々なリスクがもたらされることは、世界共通の認識となっている
AIリスクとその対応

社会
リスク

技術
リスク

違法
リスク

生成AI
技術が
もたらす
リスク

• インフォメーションコクーン＊が形成され、
新たな情報領域の探求能力が低下

• 偏見と差別情報を拡散
• 不公平な意思決定と処理
• 情報の歪曲と信憑性欠如

• 個人情報の漏洩
• 詐欺や欺瞞リスクの拡大
• デマや有害な風評による世論誘導のリスク大
• 肖像権の侵害

• 技能の代替効果。従来の技能および人材の淘汰
• 効率的な生産による雇用人数減
• 一部仕事の消滅
• 教育問題：若者の創造力の低下

＊インフォメーションコクーン：インターネットの検討を通じて、情報発信において、大衆自身の情報ニーズがすべてを網羅しているわけではないため、大衆は自分が選んだものや自分が喜ぶ
コミュニケーションの領域にしか注目せず、時間の経過とともに「繭」のような「繭」に自分を縛り付けてしまうこと。
キャス・サンスティーン氏、『Infotopia: How Many Minds Produce Knowledge』、2006
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中国では既に生成AI技術によって一部のリスクが顕在化され、早急な対応が求められる
AIリスクとその対応

社会リスク 技術リスク 違法リスク

 AIの導入による失業率の上昇

労働者の権益が損害される事例：

広州の中規模なゲーム外注会社のVFXテクニカル
社は、 2023年初めからAIを使用しはじめ、同社の
原画チームは既に3分の2の人員削減が行われた。

 生成AIが情報の偏りを生み出し、情
報信憑性の低下をもたらす

情報バイアスが生じる事例：

機械学習モデルが自動化意思決定につながる
場合、例えば、採用、融資、刑事司法など、デー
タのソースが均等でない場合、モデルは特定のグ
ループや地域のデータに偏りが生じる可能性があ
る。その結果、不公平な意思決定や処理が生じ
る可能性がある。

 生成AIを利用した詐欺、デマの拡散、
肖像権の侵害リスクがすでに顕在化

AIの顔交換技術による詐欺事例：

AIの顔交換技術と音声合成技術を使用し、顔
交換・声交換などで、身近な人を装って詐欺を実
行したことが起きた。
福州市のある企業の代表である郭氏がわずか10
分で430万元を詐欺された。

出所：半熟財経（2023）『第一批被AI抢走飯碗的人，是他們』
煙台広報テレビ局（2023）『AI技術被用于詐欺！公司老板10分鐘被騙走430万』
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中国は他国に先駆けてAI規制を導入し、生成AI技術がもたらすリスクへの対応を強化
AIリスクとその対応

生成コンテンツ
コンプライアンス

アルゴリズム
コンプライアンス

運営行為
コンプライアンス

• 違法や差別的なコンテンツの防止
• 知的財産尊重と商業秘密等の保護
• 独占や不当競争の禁止
• 個人権益の保護
• サービスの透明性と内容の正確性を高めるための
措置を取る

• データやアルゴリズムの取得元の合法性担保
• 規制に適合するアノテーション・ルールの策定
• 訓練データの品質を高めるための措置を取る

• 利用者と双方の権利義務の明確化
• 依存症予防のメカニズムの構築
• ユーザーの入力情報と利用履歴の保護
• 苦情処理のメカニズムの構築
• 違反行為の迅速な処理（生成停止・送信
停止・消去等の対応措置）

生成AIサービス
管理暫定弁法

 生成AI技術を利用し、中国国内の公衆に対し、テキス
ト、画像、音声、動画等のコンテンツを生成するサービス
を提供することに対し適用される

 他人が開発・提供する生成AIを、API等を介してそのま
ま、または加工等して提供する者も規制の対象

 適用対象外
生成AI技術を研究・開発・応用する業界組織、企業、
教育・科学研究機関、公共文化機関、関連専門機
関などは、公衆に生成AIサービスを提供しない場合、
本規定の適用対象外とする

適用範囲：

 2023年7月10日中国国家インターネット情報弁公室等中央7省庁は、「生成AIサービス管理暫定弁法」を発表した。
 4月に発表した当該暫定弁法の意見招集版と比べ、「ガバナンス」のトーンを弱め、生成AIの発展と安全が同じく重要であることを明記した。

出所：中国国家インターネット情報弁公室、国務院、公開資料に基づきNRI作成
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米中ハイテク競争の背景の下、挙国体制にて自主技術開発を強化していく
中国生成AIビジネスの展望 –自主開発の強化

中国の対応策
• AI分野の技術の自主開発を奨励する
• 国産半導体の調達を増加させる
• 国主導で演算能力等のデジタルインフラの整備を加速する
• 業界のリーディング企業との連携を強化し、官民一体で推進する

米国は中国への先端技術分野の生産移管や技術移転、事業連携、投資など
幅広い企業活動を制限：
人材面：
• 中国留学生のSTEM学科への留学を制限
• 米国人の中国のハイテク企業での勤務禁止
資金面：
• 米国資本による中国先端分野の投資制限
技術面：
• 米国技術で製造された半導体や製造装置の輸出制限
• Entity Listに載っている中国関連企業との取引の制限
• 高度なAI半導体を使用するクラウドサービスの利用制限（検討中）

中国への影響
①米国AI技術を利用した二次開発は難しくなる
②米国の技術と資金による技術開発は難しくなる
③開発に必要な先端GPU等の入手は困難と見込まれる
④先端人材の交流が難しくなる
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産業推進・国際競争力強化等の観点から、規制一辺倒ではなく自主革新とのバランスも図ろうとしている
中国生成AIビジネスの展望 –発展と安全の同等の重視

規制のスタンス
• 弁法の名称に「暫定」をつけていて、柔軟に変更する可能性があると示唆

技術の限界を配慮
• 社会主義制度の打倒や国家分裂を煽る等法律で禁止される内容を防

ぐためのフィルタリング機能を備える必要がある
• 一方で、「透明性と生成コンテンツの正確性・信頼性を向上させるための

効果的な措置を講じなければならない」に留まる

画一ではなく、慎重な分類・等級付けの監督
• イノベーションと発展を奨励するための効果的措置を講じ、生成AIサービス

に対し寛容的かつ慎重な分類・等級付け監督を実施すると明記
• すべてのアルゴリズムを申告する必要はなく、世論を影響する属性や社会

動員能力を持つものに限定される

発展と安全の同等の重視
• 生成AIサービスの規制と産業推進のバランスも図ろうとしているよる

自主革新と国際協調の促進
• 生成系AIのアルゴリズム、フレームワーク、半導体、関連ソフトウェアプラット

フォーム等の基盤技術の自主革新を奨励する、
• 対等かつ互恵的立場で国際交流・協力を行い、生成AIに関する国際

ルールの制定に参画を促す

国主導のインフラ整備
• 生成AIインフラと公共の訓練データ資源のプラットフォームを構築する
• コンピューティング資源の共有を推進する
• 公共データの分類を推進し、高品質の公共訓練データ資源を整備する
• 安全で信頼性の高い半導体、ソフトウェア、ツール、コンピューティング・デー

タ資源の採用を奨励する

規制 イノベーション促進

出所：中国「生成AIサービス管理暫定弁法」を基にNRI作成
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サプライチェーンが形成され、豊富な利用シーンと巨大な市場を背景に、水平分業型市場の発達が見込まれる
中国生成AIビジネスの展望 –水平分業型市場の発達

川上 川中 川下

データ提供者
ビジネスデータの連携、素材データの収集など、

マーケティング会社、著作権など

クリエイターエコシステム
コンテンツ素材の提供

基盤となるツール
レンダリングエンジン、ミキシング機器など

関連するオープンソースアルゴリズム

データの分割とアノテーション

組み込み/結合能力を持つ
ビジネスプラットフォーム/ビジネスエコシステム

関連するアルゴリズム/モデル研究機関

コンテンツ作成
• 個人コンテンツ生産者
• メディア
• 広告、PR会社
• 研究機構/コンサルティング会社（研究レポートの生産）

コンテンツ配布と審査
• 個人創作コンテンツプラットフォーム
• コンテンツ集合プラットフォーム
• ソーシャルメディア

産業との融合
• EC代運営、MCN
• C2M など

テキスト 画像ビデオ オーディオデジタル
人間3D ゲーム

大規模言語モデルとアルゴリズム

アルゴリズム 演算能力 データ

メガテック企業主導

生成AIをサポートするビジネス基盤の成熟化
• 低コスト労働集約型であり、業界全体をサポート
• 膨大なエンジニア人口
• 以前形成しているAI産業基盤が生成AIに進化

生成AIが生産性向上、産業のスマート化に貢献
• 豊富な利用シーンと巨大な市場
• AIによる生産性とマーケティング効率の向上、企業の競争力向上
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参入企業のうち、将来的に高度な技術や人材を有するメガテック企業が生き残ると見込まれる
中国生成AIビジネスの展望 –強者生存

出所：劉雨琦（2023）『縦覧2023世界人工知能大会：百模大戦4个月，中国AI産業怎么样了』 『光錐知能』

生成AI業界従来のインターネット業界

 豊富な資金
による市場の
獲得

 スタートアップ
もチャンスが
ある

強者生存

2010：グルーポン
「千団大戦」*1

2015：シェアリングバイク
プレイヤーは30以上に達した

2013：「美団」と「饿了吗」
の二強の構図が形成

2017：美団、青桔と哈啰が勝
ち残り、三強構図が形成

2015：滴滴がUberの中国事業
を買収する形で終った

2011：ライドシェア
無秩序な競争が展開

「百モデル大戦」 *2 ：
既に10億パラメータ以上のビッグモデルが78個存在
高度な人材と技術及び豊富な資金の有無が勝敗
を分ける
メガテックが既に独自のエコシステムを形成
国の主導の標準化タスクフォース等により、無秩序
な競争を防ぐ

特徴

*1「千団大戦」：2010年から2012年まで、中国で発生した千を超えるグルーポン企業による市場競争状態、団はグルーポン企業を指す。
*2「百モデル大戦」：中国の現在78個の10億パラメータ以上の大規模言語モデルの熾烈な競争状態を指す。
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中国の生成AIモデルのマネタイズは、産業との融合の利用シーンの創出の成否がカギとなる
中国生成AIビジネスの展望 –生成AIモデルのマネタイズ

API
開放

Deep
Learning

Framework

製品融合

汎用型
大規模言語
モデル

3.サービスへの課金
月額料金／従量課金

2.既存製品と深く融合
ソフトウェア使用料からの収益

マネタイズモデル

1.API利用費によりマネタイズ

 中国の生成AIはOpenAI同様、マネタイズモデルは以下の3つの形態がある。
1.API利用費によりマネタイズ 2.既存製品と深く融合し、ソフトウェア使用料からの収益 3. サービスへの課金

*WPS：WPS Office（WPSオフィス）とは、中国のソフト開発会社であるキングソフト社が提供しているMicrosoft office互換ソフトである。
出所：Soocial（2023）＜How Does OpenAI Make Money? Business Model of OpenAI – Soocial＞

Azure cloudに基づき、Microsoft製品と融合:
• GitHub
• Copilot
• New Bing

Mid-layer

App-layer

ChatGPT

GPT | DALL-E

AIに基づくツール
(例：Google Sheets on 
steroids、 PPT on steroids)

専門サービスAIエンジン
(例：AI弁護士、AI会計士)

百度 アリババ

百度クラウド
検索、地図等

アリクラウド
EC、地図、コラボレー
ションツール等

百度＋WPS*

「文心一言」 「通義千問」

「飛槳」 「X-Deep 
Learning」

業界垂直型

App-layer

専門サービスAIエンジン
(C-Tripは百度の「文心一言」を活用した旅
行専門）

AIに基づくツール
(長安汽車は百度の「文心一言」を活用した
自然対話型サービスを車に実装)
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中国生成AIの海外展開のハードルは高いが、中国が強みを持つEC等の領域での展開の可能性がある
中国生成AIビジネスの展望 –海外展開

チャレンジ：
OpenAIの性能は先行しており、中国のAIプラットフォームは非
中国語環境における性能は、短期間でOpenAIに追いつくこ
とが難しい
一部の国はデータの安全性に関する懸念を抱く

• 現時点で性能と体験が一番いいAIプラットフォーム
• バイト単位で料金を徴収するなど、コストが比較的に高い

• 海外における大規模な性能検証の実績がない。

• Temu、TikTok、Lazadaを代表とする海外で展開し
ている中国系プラットフォームは、中国の生成AIツール
を利用する可能性が大きい。

• 価格の競争力を強みに、中国のデジタルサービスを
既に受け入れている国への展開可能性はある。

• 中国生成AIの優れた実装能力はアメリカ発AI以外
の選択肢として、強みを発揮できる。

• データ安全問題等現地の法規制をクリアすることを
証明する前提での展開となる。

チャンス：
既に海外展開している中国系プラットフォームとの結合
コスト競争力
実装力

中国生成AI
プラットフォーム
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